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い
書
体
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楷か

い
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ょ書
等
）
で
作
成
し
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俳
句
・
川
柳
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短
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り
が

な
を
振
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▲荒井宏子さん

　　　　　　　　　　　　　　　　西条市では、10年余り前から２年に１回、市内の高校生

　　　　　　　　　　　　　　　が、ホームステイをしながらアメリカのウィスコンシン州

　　　　　　　　　　　　　　　の高校で現地の高校生と共に学ぶスタディツアーを行って

　　　　　　　　　　　　　　　います。私も実行委員として３度同行しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　生徒たちは目標をしっかりもって現地に行き、わずか10

日間の体験活動ですが、見違えるように成長して帰ってきます。帰国後、国際的な活躍をめ

ざす進路を選択したり、学校で生き生きと活動したりと、素晴らしい成長が見えます。

　このツアーで、広島出身の私は、アメリカの高校の先生に頼まれて、母の原爆体験を何度

か話しました。現地の高校生たちは予想を越える反応をしてくれました。彼らは、たった１

発の原爆で何十万人もの尊い命が奪われた現実を知り、平和の尊さはもちろん、事実を知る

こと、人間同士が理解し合うことの大切さがわかったと異口同音に感想を述べてくれました。

　それから彼らは、自分たちが平和への願いを込めて一生懸命折った千羽鶴を西条の高校生

に渡しました。そして、その千羽鶴とアメリカの高校生たちの思いは、広島へ修学旅行に行

く西条市内の小学生に託され、原爆の子の像に供えられました。アメリカの高校生から西条

の高校生へ、そして、西条の小学生へと愛のバトンタッチが実り、平和への思いがつながり

ました。若い人たちの国際理解への機会の大切さを痛感しています。

太平洋を渡る
　愛と平和のバトンタッチ
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